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発言の要旨 

１ 選ばれるまち鹿児島市の実現に向けた取組について 

(1)市長が実現を目指す選ばれるまちとはどのようなものか 

(2)鹿児島市に住み続けるための取組について 

①鹿児島市の社会動態の推移（過去 20年間５年ごと） 

②県内大学・短大の入学者のうち県内高校出身者数と割合の推移（過去 20年間５年ごと）と分析 

③高校・大学の新卒者の就職先の推移（直近５年間で県外・県内別）と分析 

④新卒者の市内就職支援への取組 

⑤新卒者をはじめ若者が本市に住み続けてもらうための市長の思い 

(3)移住支援について 

①認定ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センターの統計による 2024 年の移住希望地ランキング（上位５県

と本県の順位）及び分析と評価 

②上位ランキングの主な支援策と本県の支援策との対比・分析 

③本市の主な移住支援の内容及びそれによる過去５年間の移住者数と、年代・家族構成・主な移住元

の傾向 

④本市の支援による移住者のうち、転出された数と主な転出理由 

⑤認定ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センター及び鹿児島県との連携 

⑥移住支援策充実に向けた市長の決意 

 

２ 本市中小企業への支援について 

(1)人材確保への支援について 

①金融庁の取組内容 

②大手企業の中高年のニーズの動向把握 

③本市内の中小企業が取り組んでいる人材確保の状況は 

④本市中小企業への人材確保支援策とその評価 

(2)企業経営力向上支援の取組について 

①新商品開発支援と販路開拓支援策の状況 

②生産性向上と効率化支援策の状況 

③企業経営力の向上に資する支援策の評価 

 

３ サイバーセキュリティ対策について 

(1)本市のウイルス対策と感染状況 

(2)本市へのサイバー攻撃の有無と安全対策 

(3)「情報処理安全確保支援士」の資格保有者数（全国・県内） 

(4)本市内の企業のサイバーセキュリティ対策の現状 
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４ 鳥獣被害対策について 

(1)昨年 12 月以降の住宅地における鳥獣被害状況 

(2)（株）イノＰ社の活動への評価 

(3)地域における鳥獣被害対策への見解 

(4)生活居住地内における鳥獣被害対策について国の動向の把握 

 

５ 花粉症対策について 

(1)花粉症の有病率の推移（過去５年間の全国数） 

(2)花粉症の主な要因 

(3)花粉を発生する樹齢 

(4)戦後植林との関係の分析 

(5)森林整備の間伐促進及び適正伐採に加え花粉症対策の考え 

(6)東京都の取組の現状と効果 

(7)花粉が少ない樹種植え替えへの取組状況（国・県） 

 

６ 訪日外国人対応について 

(1)外国人宿泊者数（令和元年から５年までの全国・本市別） 

(2)訪日外国人の旅行スタイル 

(3)観光案内所の役割の認識 

(4)本市の観光案内所における外国人観光客の相談内容 

(5)市内５か所の観光案内所間の情報共有の現状 

(6)市内５か所の観光案内所との情報交換会実施への見解 

(7)他都市の観光地案内への取組 

 

７ 高齢者居住確保について 

(1)本市の高齢者居住確保策の考え方 

(2)本市の高齢者居住の持ち家率と賃貸率の推移（過去 10年間） 

(3)住宅金融支援機構のリ・バース 60の概要と市内での実績（過去５年間） 

(4)市居住支援協議会設立後の高齢者居住確保の状況と相談件数 

(5)民間賃貸経営者への高齢者居住確保に向けた本市の取組 

(6)高齢者世帯向け市営住宅の応募倍率の推移（過去５年間） 

 

８ 建築物の外壁調査におけるドローンの活用について 

(1)建築物の定期報告の概要 

(2)市内の報告対象建築物の棟数 

(3)報告義務者に対する通知の方法 

(4)定期報告の外壁調査におけるドローン活用の位置づけ 

(5)外壁調査におけるドローン活用の普及に向けた取組 

 

９ 交通局におけるバス事業維持の取組について 

(1)令和６年 12月以降、路線やダイヤ改正をどのような視点で検討されたか 

(2)ダイヤ改正はいつになるか 

(3)新たな運転士採用などによる運転士確保数とダイヤ改正後の運転士の必要数と在籍見込数 

(4)今後の路線維持の取組と貸切バス維持の取組 


